
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１０月１６日             NO,２７５ 

 

 大原は、沼田城の初代 

城主、真田信幸が慶長５ 

年（１６００）２月に宿 

割りをおこない、栗生や 

日ヶ久保の山地に住んで 

いた人たちを集め、大原 

宿を開きました。 

 朱印状を出し、新田を 

開いた者には、３年間の 

年貢を免除するなど、ほかの場所から移った者に特恵を与え、

市場が開かれ、物資の中継地・交通の要所として発展しました。 

 大原神社は明治４０年（１９０７）に諏訪神社、天静神社、

愛宕神社を武尊神社に合併し、大原神社となりました。 

                  栗生八幡宮は、慶長５                 

年に朱印状を受け、栗生

から現在の大原西宿に

移されました。 

                  栗生八幡宮は、新田義

貞十六騎の一人、栗生左

衛門尉顕友が栗生に移

り住み、守り神として奉

じました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
農
業
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
、
経
済
の
あ
り
方
を
大
き
く
ゆ
が
め
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
の
交
渉
参
加
に
野
田
首
相
は
、
足
を
踏
み
出
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
が
日
本
の
食
料
基
地
で
あ
り
、
被
災
地
を
さ
ら
に
痛
め
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

環
境
保
全
の
面
で
農
業
の
役
割
が
見
直
さ
れ
、
食
の
「
安
全
・
安
心
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
先
進
国
で
は
最
低
の
３９
％
で
、
民
主
党
も
２
年
前
の
選
挙
で

「
食
料
自
給
率
の
向
上
」
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
政
府
の
自
給
率
向
上
の
責
任

を
投
げ
捨
て
る
も
の
で
す
。 

 

「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
を
基
本
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
で
、
食
料
自
給
率
は
１３
％
に
も
落
ち
込 

み
、
食
品
加
工
や
流
通
に
も
影
響
を
与
え
、
地
域
経
済
全
体
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
る 

こ
と
は
明
ら
か
で
、
交
渉
に
参
加
す
れ
ば
離
脱
は
困
難
で
あ
り
、
交
渉
参
加
を
断
念
さ 

せ
る
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 第５８回沼田市民大運動会が９日、陸上競技場でおこ

なわれ、５種目で１位となった利南支部が２２６点を獲

得し優勝しました。 

                ２位は１７５点を獲 

得した西部支部、３位 

は１７３点を獲得した 

薄根支部でした。 

 市民体育大会の得点 

との合計で、利南支部 

が総合優勝をはたしま 

した。 

 道の駅白沢の農産物直売所「座・白沢」の８回目とな

る感謝祭が９日、望郷の湯で開かれました。 

 感謝祭では、フラダンスやおや 

じバンドの演奏などアトラクショ 

ンや利根沼田「いいもの見本市」 

もおこなわれ、おおぜいの人でに 

ぎわいました。 

 １２月１日より、奈良秋塚線と宇楚井原線でバスの運行が再開されるこ 

とになり、迦葉山線と佐山線の運行ルートが変 

更されます。（それぞれバスカードが使えます） 

 奈良秋塚線と宇楚井原線、佐山線では、利根 

中央病院、沼田病院、沼田クリニックをなどの 

病院を経由し、迦葉山線も一部のバスはこれら 

の病院を経由し、１０人乗りの車に変わります。 

 ぬまた市産業展示即売会が８日・９日・１０日、沼田小学校でおこなわ

れ、太田市の焼きそばや高崎市のアイスクリームなど、群馬の名産品など 

の出店もありました。 

 一玉８０センチ（三玉）の５００人分の巨

大焼きまんじゅうの切り分けが、９日におこ

なわれ、多くの人が列をつくりました。 

 １０日は、巨大コンニャクの切り分けがお

こなわれました。 


